
 

 

2014年 1月 18日 

 

滑りやすさの追求 

「日本代表スピードスケートレーシングスーツ」について 

 

ミズノは、公益財団法人日本スケート連盟とのオフィシャルサプライヤー契約に基づき、第 22回オ 

  リンピック冬季競技大会（2014/ソチ）で、日本代表選手が着用するスピードスケートレーシングスー 

ツを提供いたします。 

今回、空気抵抗の低減とともに、選手から実際に滑走した時の意見を元に、動きの観点から設計に取 

  り組み、低抵抗を維持しつつ、選手がより滑りやすい(動きやすい・着やすい)スーツが完成しました。 

 

開発コンセプトは、低抵抗、姿勢保持、動作サポート、快適性に、動きやすさを加えた「滑りやすさ 

の追求」です。デザインコンセプトは「勝利へのこだわり」です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  「日本代表スピードスケートスーツ」 



 
 

■日本代表スピードスケートスーツの特長 

 

  ・低抵抗、姿勢保持、快適性に加え、動きやすさを生む素材 

＜テンションコントロールのドット状樹脂加工素材＞ 

ドット状の樹脂を生地と生地の間に加工した新素材を開発しま 

した。この素材は、生地のテンションを、部分的にコントロール 

することができます。特に背中の大きな部分は、背中の中心と腰 

部分はより強いテンションで体を支え、スケーティング中の腰を 

深く折り曲げた前傾姿勢の保持をサポートし、肩甲骨部分は、肩 

や腕の動きを妨げない柔らかいテンションになっています。この 

新素材を採用することで、縫い目を大幅に削減することが出来、 

着用感が向上しました。 

また、この新素材は、通気性がよく、熱気の溜まりやすい頭部 

中央部や背中の大きな部分に使用することでスーツ内の熱気や蒸 

れを放出し、着用時の不快感を軽減します。 

さらに、着用することで生地内に加工されたドットが浮き出る 

ようになっています。このドットが抵抗削減の効果を発揮します。 

 

  ・力強い蹴り出しをサポートする素材 

＜ハイパワーストレッチ性のウレタンラミネート素材＞ 

伸ばした状態から素早く縮める動作が必要な臀部に、ハイパワーストレッチ性のウレタンラミネート 

素材を配置しています。この生地は、伸びたときに戻ろうとする力が大きく、その力で脚の後ろへの力 

強い蹴り出し動作をサポートします。また、空気の流れが最初にあたる、前頭部、胸上部から肩部、腕 

前面部、ふともも前部にも、低抵抗のこのウレタンラミネート素材を配置しました。 

膝から下は、ソフトストレッチ性の微細な粗面素材を配置しています。膝の動きを妨げない柔らかさ 

と低抵抗の粗面を合わせた新素材です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

着用時のドット樹脂加工部の様子（背中） 

８せなか 

ふともも部：ウレタンラミネート素材 

膝下部：粗面素材 



・機能性の高い素材を配置

３次元コンピュータグラフィックスで動作を再現し、そこから皮膚の伸縮量、方向などを解析するミ

ズノ独自のウエア設計手法『ヴァーチャルボディデザイン』と風洞実験を繰り返すことで、カッティン

グや素材を導き出しました。

 

・デザイン「勝利へのこだわり」

世界の舞台で「勝利」を目指し、選手が積み重ねてきた「努力と鍛錬」や「挑戦の軌跡」をラインの

様に流れるグラフィックで表現しています。

・継続したサポート体制

スピードスケートレーシングスーツは、国内のミズノ自社工場「ミズノアパレルテクニクス（株）」

（兵庫県丹波市氷上町）で開発サンプル作成から生産まで行っています。

国内生産のメリットを活かして、クイックレスポンス体制が整っており、テスト段階から選手の細かい

要望に対応しています。また、オリンピック期間中は、会場近くのホテルにミシンを持ち込み、微調整

や修理対応を行い、選手が納得・安心できる体制でサポートいたします。

（報道関係者のお問合せ先）

東京広報課 澤井・西田 ：

大阪広報課 薬師寺・木村 ：


